PISAがもたらしたオーストリアの教育の変容 : ドイツ語圏の「テスト文化」に着目して by 伊藤 実歩子
1．はじめに──ドイツ語圏の PISA ショックとその後の対応──
PISA が開始されて 10年が経過した。この間，その結果がどのようであっても，各国の教育政策は，PISA に大
きな影響を受けて展開されたといってよい。日本においては，特に「読解力」の低下が問題視され，2007年から




















The Change of Education in Austria After PISA
──Foucusing on the Test Culture in German-speaking Area──
ITO Mihoko
Abstract : The purpose of this study is to analyze the standardtests in Austria, which is required at 4th and
8th grades every three year after the implementation of educational standards of German, Mathematics and
English. In the long history of the school system in German-speaking area, the test culture had not existed,
until PISA was started. However after PISA the number of tests has been increasing with the standardtests.
In conclusion, the test culture can be seen steadily in Austria and PISA brought the turning point as the ac-




























































































校），2012/13年度に受ける第 4学年の子どもは，85000人（3220校）となる。第 4学年，第 8学年がともにスタ
ンダードテストを受けることになる，例えば 2012/13年度は，実に 180000人（4600校，8000学級）以上が対象





第 8学年 2011/12 2012/13 2013/14
HS/AHS-USt 数学 英語 ドイツ語
第 4学年 2012/13 2013/14
Volksschule 数学 ドイツ語
BIFIE, Bildungsstandards in Österreich Überprüfung und Rückmeldung, Salzburg, 2010, S.19.


















BIFIE, Bildungsstandards in Österreich Überprüfung und Rückmeldung, Salzburg, 2010, S.23.
表 3 スタンダードテストで測定される能力領域
（ただし，「話す」はテスト対象から除外。）







































BIFIE, Bildungsstandards in Österreich Überprüfung und Rückmeldung, Salzburg, 2010, S.17.





















図 3 第 8学年の英語の問題例
＊上記の問題例は以下を参照。



















とおよび表 3の能力領域別に示される（図 4, 5, 6を参照）。第 8学年に関しては，学校種によって大きな幅が出
るために，HS, AHS の平均値も示される。またそれぞれの結果に対する解釈も付される。
なお，2011年 3月に筆者が bifie で開催された，教育スタンダードに関するフォルクスシューレ，ハウプトシ
ューレの地区，学校担当者対象のセミナー10）を傍聴した際，HS（Hauptschule）と AHS（Allgemeinbidende Höhre




















２６ 甲南女子大学研究紀要第 48号 人間科学編（2012年 3月）
図 4 学校へのフィードバック例 図 5 学級（教師）へのフィードバック例






BIFIE, Bildungsstandards in Österreich Überprüfung und Rückmeldung, Salzburg, 2010, S.47.
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さらに，2012年度には，第 6学年（スタンダードテスト対象学年より 2年前）にもドイツ語と数学で IKM を
実施することを明言している11）。





ろうか。以下のインタビューは，2011年 3月 1日にウィーンにある BIFIE 主催の地区コーディネータ教員のため
の IKM 等に関するセミナー会場（BIFIE 内の会議室）にて，筆者がセミナー終了後に実施したものである。

















ダードテストの前年度に行われる IKM に，教員 A は大きな期待を寄せている。
次に，スタンダードテストが「子どもたちにとってまったく新しい経験である」ということばからは，上述の
通り，統一的なテストというものがこれまでの彼（女）らたちの教育文化になかったものであるということが再
表 4 スタンダードテストと IKM
スタンダードテスト IKM








BIFIE, Bildungsstandards als Grundlage fur individuelle Forderung und professionelle Weiterentwicklung des Unter-
richtes, 2010, S.16.（上述セミナーでの配布資料）
２８ 甲南女子大学研究紀要第 48号 人間科学編（2012年 3月）
確認できる。これまでは授業の中で計算や語彙のミニテストのようなものがあったとしても，子どもたちは「こ
れでいいですか？」と問うことを許され，また教師もそれにある程度答える習慣であったのだろう。子どもたち









































・BIFIE（Hrg.）, Bildungsstandards für höchste Qualität an Österreichschen Schulen, 2011.
・BIFIE（Hrg.）, Kompetenzorientierter Unterricht in Theorie und Praxis, Leykam, Graz, 2011.
・Bundesgesetzblatt für die Republik Österreich, Ausgegeben am 2. Jänner 2009 TeilⅡ.
・Karl Heinz Gruber, The German ‘PISA-Shock’ : some aspects of the extraordinary impact of the OECD’s PISA study on the Ger-
man educational system. In Cross-national Attraction in Education accounts from England and Germany, Symposium Books, 2006.
・Günter Haider, Claudia Schreiner（Hg.）, Die PISA-Studie Österreichs Schulsystem im internationalen Wettwerb, Böhlau Verlag, Wien
Köln Weimar, 2006.
・Josef Lucyshyn, Implementation von Bildungsstandard in Österreich Arbeitsbericht, BIFIE, 2006.

























７）Gruber, K. H.（2006）. The German ‘PISA-Shock’ : some aspects of the extraordinary impact of the OECD’s PISA study on the















３０ 甲南女子大学研究紀要第 48号 人間科学編（2012年 3月）
（1）教育スタンダードの目的
オーストリアの教育スタンダードは，90年代に顕著になった社会変化（情報化社会，知識基盤社会，グローバル化社会等）




力が組織的に選択されるとされている（Josef Lucyshyn, Implementation von Bildungsstandard in Österreich Arbeitsbericht, BIFIE,
2006, S.3, BIFIE（Hrg.）, Bildungsstandards für höchste Qualität an Österreichschen Schulen, 1−3.）。
（2）試行段階
オーストリア教育省の要請を受けて，ウィーンでは 2003年秋から一部の学校を対象に教育スタンダードの導入に向けた取り
組みが段階的に行われた。第一段階は，2003年秋に 18校の第 8学年を対象に，また 2004年夏には，30校の第 4学年を対象と
した教育スタンダードの試行である（PilotphaseⅠ）。第二段階は，規模を拡大し，3年間プロジェクトでおよそ 140校の指定校
と任意に参加した学校で試行された（PilotphaseⅡ）。現在では先述した教育省管轄の研究機関として BIFIE（Bildungsforschung,



















の学校教育や職業教育にとって，中心的な意義をもつことになる」（Bundesgesetzblatt für die Republik Österreich, Ausgegeben am
2. Jänner 2009 TeilⅡ, S.1−2.）。
②教育スタンダードの機能
続いて，教育スタンダードの機能に関しては，以下のように記述されている（Ebenda）。
①教育スタンダードは，授業の成果とオーストリアの教育制度の発展の可能性に関する情報を提供する。それゆえ教育スタ
ンダードは，
1）授業の計画と実施において持続可能な成果の方向性をもたらすべきであり，
2）具体的な比較の基準によって，個人の要求に対する基本としてのできるだけよい診断を確実に行うべきであり，
3）本質的に学校に質の開発をもたらすべきである。
②授業の計画と実施において，持続可能な成果を方向づけるために，教師は仲介する能力の組織的な構築と授業の計画と形
成の際に教育スタンダードに基づいた？を熟慮しなければならない（教師の授業へのオリエンテーション機能）。
③生徒の成績は，すべての学年において第 4あるいは 8学年のための教育スタンダードの利用に基づいた洞察と分析をしな
ければならない。求められる能力と個人が獲得する能力の診断的な比較に基づいて，できるだけよい生徒個人の育成を
保障しなければならない（生徒の育成機能）。
この記述から，教育スタンダードが，授業の成果と教育制度の持続的な改善を意図したものであり，学校の質保証という目
的の中に，その機能に教師の授業への指針および生徒の成長を具体的な内容として位置付けていることが分かる。
■本稿は，科学研究費補助金（若手研究（B）課題研究番号 21730652「ドイツ語圏における学力向上政策に関する総合的研
究」）の助成を受け，調査・研究したものである。
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